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〇ニーズの吸い上げが不十分。市の関与の妥当性 法令・条例等の根拠により関与が妥当 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

成
果
・
有
効
性

成果の達成状況 達成している

電話投票売上額の確保が図られて
いる。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

必
要
性

事業の市民ニーズ 高まっている 全国で電話投票加入者数が36万人
を超えており，また，いつでもどこでも
車券購入ができることから利用者の
利便性が図られている。

妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

事業目的実現のための手段 現手段が最適 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

〇削減のための働きかけが必要。将来コスト増減見込み 現在より増加する可能性 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

受益者負担の適正度 適正 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

執
行
方
法

外部委託の可能性 すでに実施 　電話・インターネット投票に係る業
務は，競輪施行者の集まりである全
国競輪施行者協議会で設立したサイ
クルテレホン事務センターに全施行
者が委託しており，効率的である。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

コ
ス
ト・
負
担

コストの節減度 節減できている

消費税率の引き上げにより将来コス
トの増加が見込まれる。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

〇インターネット投票の仕組みが複雑すぎる。実施方法の効率性 図られている（今後の改善は難しい） 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

所管部局による今後の改善策 今後の改善策について 意見・提言

基本方針 現行どおり 　①現行どおり　　（ 2 ）　　②改善（ 0 ）

　③当面現状維持（ 2 ）　　④廃止（ 0 ）

〇ニーズをアンケート調査などで把握して欲しい。
〇投票の仕組みをわかりやすいものにしていく取り組みが必要。
〇市民向けの啓発事業，開催時期のＪＲＡとのすり合わせ・コラボ
を模索してはどうか。
〇競輪そのものの人気回復のための対策ＰＲが必要だと思う。や
はり本場へ足を向けてもらうことが，インターネット等での売上を増
やすことより重要ポイントである。
○売上に対する委託費を都度，検証し，競輪事業全体のことを考
え，ネット投票システムの一本化も検討していただきたい。

外部評価委員会としての提言

当面現状維持


